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原
子
力
発
電
環
境
整
備
機
構
（
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
）
は
三
月
一
日
、「
私

た
ち
の
未
来
の
た
め
の
提
言
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
受
賞
作
品
を
発
表

し
た
。
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
で
は
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
地
層
処
分

を
進
め
る
に
当
た
り
、
将
来
的
に
世
論
形
成
の
中
核
と
な
る
次
世

代
層
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
学
生
を
対
象
に
、
処
分
事

業
の
理
解
促
進
に
つ
な
が
る
方
策
を
テ
ー
マ
に
「
提
言
」
を
募
集

し
て
い
る
。
五
回
目
と
な
る
今
回
は
、
二
○
二
三
年
九
月
～
二
四

年
一
月
の
募
集
で
計
一
九
八
編
の
「
提
言
」
が
寄
せ
ら
れ
た
。

「
高
専
四
年
生
以
上
・
大
学
生
・
大
学
院
生
」
と
「
中
学
生
・
高
校
生
・

高
専
三
年
生
以
下
」
の
二
部
門
で
審
査
が
行
わ
れ
、「
高
専
四
年
生

以
上
・
大
学
生
・
大
学
院
生
」
の
部
門
で
は
、
最
優
秀
賞
と
し
て
、

東
海
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
の
地
井
桐
理
子
さ
ん
に
よ
る「
地

層
処
分
が
抱
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
課
題
と
、
当
事
者
意

識
を
生
む
た
め
の
き
っ
か
け
づ
く
り
の
提
案
」
が
選
ば
れ
た
。

　

地
井
さ
ん
は
、
処
分
地
選
定
に
お
け
る
「
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｂ
Ｙ
」（
ニ
ン

ビ
ー
：
必
要
な
の
は
わ
か
る
が
自
分
の
家
の
裏
庭
に
は
作
ら
な
い

で
欲
し
い
）
問
題
の
背
景
に
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
が
影

響
し
て
い
る
」
こ
と
に
着
目
。
社
会
科
学
分
野
の
考
え
方
か
ら
、

「
最
初
か
ら
地
層
処
分
の
受
入
れ
を
国
民
に
投
げ
か
け
て
い
る
現
状

が
問
題
」
と
指
摘
し
た
上
で
、「
ま
ず
は
議
論
を
喚
起
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
人
々
は
当

事
者
意
識
を
持
つ
の

で
は
」
と
考
察
。
そ

の
「
き
っ
か
け
づ
く

り
」
と
し
て
、
手
軽

に
見
ら
れ
る
一
分
以

内
の
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

の
シ
ョ
ー
ト
動
画
を

利
用
し
た
情
報
提
供

を
提
案
し
た
。
地
井

さ
ん
が
作
成
し
た
動
画
で
は
、
ボ
ー
ル
状
の
愛
ら
し
い
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
が
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
原
子
力
発
電
の
使
用
済
み
燃
料
な

ど
に
関
す
る
問
題
を
提
起
し
解
説
。
実
際
、
地
層
処
分
に
つ
い
て

ほ
と
ん
ど
知
識
の
な
い
大
学
生
・
社
会
人
に
動
画
を
視
聴
し
て
も

ら
い
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
た
と
こ
ろ
、
認
知
度
の
向
上
が
見
ら

れ
た
こ
と
か
ら
、「
短
い
・
早
い
・
手
軽
」
な
情
報
提
供
手
段
と
し

て
、
シ
ョ
ー
ト
動
画
の
利
用
が
期
待
で
き
る
と
し
て
い
る
。

　

「
中
学
生
・
高
校
生
・
高
専
三
年
生
以
下
」
の
部
門
で
は
、
最
優

秀
賞
と
し
て
、島
根
大
学
教
育
学
部
附
属
義
務
教
育
学
校
九
年
（
中

学
三
年
）
の
生
徒
六
名
に
よ
る
「
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
地

層
処
分
を
目
指
し
て
」
が
選
ば
れ
た
。
生
徒
ら
は
、
原
子
力
発
電

に
焦
点
を
当
て
た
探
求
の
中
で
、
地
元
に
立
地
す
る
島
根
原
子
力

発
電
所
で
保
管
さ
れ
る
使
用
済
み
燃
料
の
行
く
末
に
着
目
。
高
レ

ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
地
層
処
分
に
関
し
て
、「
ま
ず
問
題
の
背
景

を
自
分
た
ち
で
調
べ
る
」
た
め
、
校
内
の
生
徒
や
家
族
、
教
職
員
、

教
育
実
習
生
ら
へ
の
認
知
度
調
査
、
理
科
・
社
会
科
の
教
科
書
に

お
け
る
記
述
調
査
の
他
、
県
外
高
校
生
と
の
意
見
交
換
も
実
施
。

福
井
県
の
高
校
生
と
の
意
見
交
換
か
ら
は
、「
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃

棄
物
の
問
題
は
、
日
本
全
体
の
課
題
と
し
て
、
す
べ
て
の
地
域
の

同
世
代
が
認
識
を
広
げ
解
決
を
目
指
す
必
要
が
あ
る
と
実
感
し
た
」

と
い
う
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
踏
ま
え
、生
徒
ら
は
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

庁
の
職
員
と
島
根
県
知
事
か
ら
地
層
処
分
に
関
す
る
認
知
度
向
上

に
向
け
、
各
々
話
を
聞
い
た
上
で
、「
同
世
代
同
士
で
考
え
を
共
有

す
る
」
た
め
、
授
業
の
場
で
実
験
を
通
じ
て
科
学
的
に
理
解
し
話

し
合
う
こ
と
、
環
境
に
関
す
る
全
国
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
な
ど
を

提
案
し
た
。

　

さ
て
、
今
月
の
ウ
ィ
ー
ン
と
京
都
の
対
比
で
は
、
両
地
を
発
祥

と
す
る
飲
食
物
（
そ
の
七
）
を
紹
介
し
た
い
。
ウ
ィ
ー
ン
の
飲
料

水
が
ア
ル
プ
ス
の
山
々
の
湧
き
水
で
あ
る
こ
と
は
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
で
は
誰
も
が
知
っ
て
い
る
。
山
か
ら
湧
く
水
は
氷
の
よ
う
に
冷

た
く
、
純
粋
で
、
ミ
ネ
ラ
ル
分
が
少
な
過
ぎ
ず
多
過
ぎ
ず
、
と

て
も
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
味
が
優
れ
た
良
い
水
と
言
わ
れ
て
い

る
。
約
百
五
○
年
前
の
ウ
ィ
ー
ン
で
は
、
井
戸
か
ら
の
汚
染
飲
料

水
が
、
市
内
の
病
気
と
高
い
死
亡
率
に
つ
な
が
っ
て
い
た
。
そ
こ

で
、
一
九
世
紀
の
ウ
ィ
ー
ン
の
探
検
家
で
あ
り
、
地
質
学
者
で
政

治
家
で
も
あ
っ
た
エ
ド
ア
ル
ト
・
ジ
ェ
ス
は
、
湧
水
が
汚
染
さ
れ

る
こ
と
な
く
各
世
帯
に
届
く
よ
う
に
、
ニ
ー
ダ
ー
エ
ス
テ
ラ
イ
ヒ

州
の
ア
ル
プ
ス
の
高
原
台
地
に
あ
る
ラ
ッ
ク
ス-

シ
ュ
ネ
ー
ベ
ル

ク
山
塊
の
手
つ
か
ず
の
水
を
レ
ン
ガ
で
造
っ
た
運
河
と
三
○
の
水

道
橋
を
建
設
し
た
。
最
初
の
ウ
ィ
ー
ン
の
湧
水
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
は
、

一
八
七
三
年
の
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
に
間
に
合
っ
て
完
成
し
た
。

皇
帝
フ
ラ
ン
ツ
・
ヨ
ー
ゼ
フ
一
世
も
、
こ
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
開
発

に
携
わ
っ
た
科
学
者
を
手
紙
で
賞
賛
し
た
。
第
一
湧
水
本
管
は
、

一
九
一
○
年
に
第
二
ウ
ィ
ー
ン
湧
水
本
管
の
建
設
に
よ
っ
て
補
強

さ
れ
、
以
来
、
シ
ュ
タ
イ
ヤ
マ
ル
ク
州
の
同
様
に
手
つ
か
ず
の
ホ
ッ

ホ
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
プ
山
脈
か
ら
市
に
水
が
供
給
さ
れ
て
き
た
。ウ
ィ
ー

ン
の
カ
フ
ェ
で
コ
ー
ヒ
ー
を
注
文
す
る
と
、
銀
盆
に
乗
せ
ら
れ
た

小
さ
な
グ
ラ
ス
に
入
っ
た
水
が
提
供
さ
れ
る
が
、
そ
れ
が
こ
の
水

道
水
で
あ
る
。
外
国
の
特
に
大
都
市
で
は
安
全
の
た
め
水
道
水
は

飲
ま
な
い
の
が
鉄
則
で
あ
る
が
、
ウ
ィ
ー
ン
は
全
く
の
例
外
で
あ

り
、
美
味
し
い
水
道
水
が
飲
め
る
の
は
ウ
ィ
ー
ン
人
の
誇
り
で
も

あ
る
。

　

一
方
、
京
都
は
周
囲
を
山
々
に
囲
ま
れ
た
盆
地
の
た
め
、 

山
々

に
降
り
注
い
だ
水
が
、
長
い
年
月
を
か
け
て
地
面
に
浸
透
・
ろ
過

さ
れ
、
京
都
の
街
の
下
に
あ
る
水
瓶
に
琵
琶
湖
に
匹
敵
す
る
大
量

の
地
下
水
と
し
て
溜
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
地
下
水
を
源
泉
と
す
る
、

上
賀
茂
神
社
の
神
山
湧
水
、
松
尾
大
社
の
亀
の
井
な
ど
、
多
く
の

湧
き
水
が
昔
か
ら
有
名
で
あ
る
。
お
好
み
の
湧
き
水
を
家
庭
で
の

お
茶
や
料
理
に
愛
用
し
て
い
る
市
民
も
多
い
。
由
緒
あ
る
料
亭
や

蕎
麦
屋
で
も
、
湧
き
水
を
料
理
に
利
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
少
な

く
な
い
。
京
都
か
ら
毎
日
名
神
・
東
名
を
使
っ
て
湧
き
水
を
運
ん

で
い
る
東
京
の
料
亭
も
あ
る
。
汲
み
上
げ
た
井
戸
水
を
全
室
に
供

給
し
て
い
る
マ
ン
シ
ョ
ン
も
あ
る
。
伏
見
を
始
め
と
す
る
京
都
の

名
酒
も
こ
の
名
水
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。
京
都
市
の
水
道
水
も
定

評
が
あ
り
、
原
水
は
、
約
九
九
％
が
琵
琶
湖
疏
水
を
通
じ
て
琵
琶

湖
か
ら
取
水
し
、
残
り
の
約
一
％
は
、
桂
川
や
地
下
水
等
か
ら
取

水
し
て
い
る
。
取
水
し
た
原
水
は
、
市
内
の
蹴
上
、 

松
ヶ
崎
、
及

び
新
山
科
の
三
ヶ
所
の
浄
水
場
で
処
理
し
て
い
る
。
京
都
市
の
水

道
水
は
、
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
に
対
す
る
四
一
項
目
に
比
べ
て
、

七
○
項
目
と
約
一
・
七
倍
も
の
水
質
検
査
項
目
が
あ
り
、
徹
底
し
た

水
質
管
理
に
よ
り
、
世
界
最
高
水
準
の
安
全
安
心
で
お
い
し
い
水

道
水
を
提
供
し
て
い
る
。
二
○
〇
九
年
に
実
施
さ
れ
た
千
三
百
人

以
上
の
京
都
市
民
を
対
象
と
し
た
「
利
き
水
」
で
は
、
国
産
及
び

外
国
産
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
水
、
水
道
水
の
三
種
の
中
で
水
道
水
が

一
番
美
味
し
い
と
の
回
答
が
最
多
の
四
割
を
占
め
た
。
ウ
ィ
ー
ン

の
水
道
水
は
や
や
硬
水
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
京
都
の
湧
き
水
や

水
道
水
が
軟
水
な
の
が
少
々
異
な
る
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
ウ
ィ
ー
ン
赴
任
中
は
、
毎
日
水
道
水
を
美
味

し
く
飲
ん
で
い
た
の
で
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
ほ
と
ん
ど
買
っ
た
記

憶
が
な
い
。
京
都
で
も
基
本
は
水
道
水
を
利
用

し
た
が
、
た
ま
に
近
く
の
湧
き
水
を
汲
ん
で
、

お
茶
な
ど
に
利
用
し
た
。
謝
礼
と
し
て
百
円
を

置
く
の
が
マ
ナ
ー
と
な
っ
て
い
る
。
今
月
も
両

地
が
発
祥
と
さ
れ
る
飲
食
物
を
紹
介
す
る
こ
と

が
で
き
た
幸
運
に
感
謝
し
つ
つ
、
ウ
ィ
ー
ン
の

カ
フ
ェ
で
提
供
さ
れ
る
典
型
的
な
水
グ
ラ
ス
の

写
真
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
　
　
　

 

■ 

杉
本
純  

元
京
都
大
学
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

元
原
子
力
機
構
ウ
ィ
ー
ン
事
務
所
長
■

杉
本
純
の 

原
子
力
の
話 

Ⅱ 　

 

ウ
ィ
ー
ン

 

と

 

京
都    
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